
   
 

 

子どもの健康と環境に関する全国調査（エコチル調査）        

「妊娠中の母体血中金属濃度と子の尿路感染症との関連」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エコチル調査北海道ユニットセンター（北海道大学）特任講師・牧野圭太郎、並びに特別

招へい教授・岸玲子らの研究チームは、エコチル調査の約 8 万人のデータに基づき、妊婦の

血液中における重金属や微量元素（セレン、マンガン、鉛、カドミウム、水銀）の濃度と生

まれた子どもの2歳までの尿路感染症※1の発症との関連について解析しました。その結果、

母体血中セレン濃度が高いことが子の尿路感染症リスクが高いことと関連することが明らか

になりました。この結果は、胎児期の環境要因と乳幼児期の尿路感染症リスクとの関連を理

解する上で、新たな知見を提供するものと考えられます。 

なお、この研究で測定された重金属及び微量元素は 5 種類と限られており、胎児期の金属

ばく露と尿路感染症リスクに関する総合的かつ長期的な関連については今後も引き続き検討

が必要です。 

本研究の成果は、令和 7（2025）年 11 月 10 日付で Elsevier から刊行される環境科学分

野の学術誌「Science of The Total Environment」に掲載されました。 

※本研究の内容は、すべて著者の意見であり、環境省及び国立環境研究所の見解ではあり

ません。 

※本研究に関する補足説明資料を作成しました。以下の URL も併せて確認ください。 

 https://www.hokudai.ac.jp/news/pdf/251216_pr_faq.pdf 
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1. 発表のポイント 

・妊婦の血液中の重金属や微量元素（セレン、マンガン、鉛、カドミウム、水銀）の濃度を

測定しました。 

・その妊婦から生まれた子を追跡調査したところ、生後 2 年間において約 1%に尿路感染症

の発症が確認されました。 

・母体血中金属濃度と子の尿路感染症との関連を解析した結果、セレン濃度の高さが尿路感

染症リスクの高さと関連し、その他の重金属及び微量元素は尿路感染症と関連しませんで

した。 

 

2. 研究の背景 

子どもの健康と環境に関する全国調査（以下、「エコチル調査」）は、胎児期から小児期に

かけての化学物質ばく露が子どもの健康に与える影響を明らかにするために、平成 22

（2010）年度から全国で約 10 万組の親子を対象として環境省が開始した、大規模かつ長

期にわたる出生コホート調査です。さい帯血、血液、尿、母乳、乳歯等の生体試料を採取し

保存・分析するとともに、追跡調査を行い、子どもの健康と化学物質等の環境要因との関連

を明らかにしています。 

エコチル調査は、国立環境研究所に研究の中心機関としてコアセンターを、国立成育医療

研究センターに医学的支援のためのメディカルサポートセンターを、また、日本の各地域で

調査を行うために公募で選定された 15 の大学等に地域の調査の拠点となるユニットセンタ

ーを設置し、環境省と共に各関係機関が協働して実施しています。 

 尿路感染症は幼少期に多くみられる細菌感染症の一つであり、長期的に腎機能障害などを

引き起こす可能性がある点が特に問題視されています。尿路感染症の発症要因は、泌尿器系

の構造的な異常など既に明らかにされているものもありますが、胎児期の環境ばく露との関

連については検討されていませんでした。 

そこで、本研究では、妊婦の血液中における重金属や微量元素の濃度と生まれた子どもの

尿路感染症の発症との関連について解析しました。 

 

3. 研究内容と成果 

本研究では、エコチル調査にご協力いただいた妊婦 79,161 名の血液中の重金属や微量元

素 5 種類（セレン、マンガン、鉛、カドミウム、水銀）の濃度を測定し、胎児期のばく露指

標として用いました。その妊婦から生まれた子に関して質問票を用いた追跡調査を行ったと



   
 

ころ、生後２年間において 877 名（1.1%）に尿路感染症の発症が確認されました。各重金

属や微量元素の濃度と尿路感染症発症との関連について、母親の出産時年齢、BMI、教育年

数、喫煙歴、飲酒歴で調整したロジスティック回帰分析※2 を用いて解析した結果、母体血

中セレン濃度が高いことが子の尿路感染症リスクが高いことと関連しました。この関連は、

先天性腎尿路異常※3 のない子に限定した解析においても同様に認められましたが、先天性

腎尿路異常のある子に限定した解析では認められませんでした。 

 

4. 今後の展開 

本研究の限界として、この研究で測定された重金属及び微量元素は 5 種類と限られてお

り、その他の化学物質による健康影響は検討できていない点があります。また、尿路感染症

は生後 2 年間における発症の有無についてのみ評価しており、その回数や重症度は考慮でき

ていません。胎児期の金属ばく露と尿路感染症リスクに関する総合的かつ長期的な関連につ

いては、今後さらなる検討が必要です。引き続き、子どもの発育や健康に影響を与える化学

物質等の環境要因が明らかとなることが期待されます。 

 

5. 用語解説 

*1 尿路感染症：腎臓から尿道までの尿の通り道（尿路）に細菌が侵入し、炎症を引き起

こす感染症の総称です。 

*2 ロジスティック回帰分析：重金属や微量元素の濃度が 1 ユニット上昇した場合（本研

究では濃度が 2 倍になった場合）の尿路感染症の発症リスクを計算する統計手法です。 

*3 先天性腎尿路異常：生まれつき腎臓や尿路に構造的な異常がある状態で、尿の流れが

悪くなることで尿路感染症を起こしやすいといわれています。 
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7. 問い合わせ先 

【研究に関する問い合わせ】  

国立大学法人北海道大学 

環境健康科学研究教育センター 成果発表担当 

E-mail: info （末尾に＠cehs.hokudai.ac.jp をつけてください） 

※研究に関する問い合わせは、メールでのみ受け付けます。 

件名：【研究に関する問合せ】（問合せをする人の名前） 

内容：所属／氏名／連絡先（メールアドレス・電話）／問合せ事項 

 

【報道に関する問い合わせ】  

国立大学法人北海道大学 

社会共創部広報課 

E-mail: jp-press （末尾に@general.hokudai.ac.jp をつけてください） 

Tel: 011-706-2610 

※お寄せいただいたご質問などは、編集の上で公開させていただくことがあります。 


